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噴煙をあげる十勝岳，左手前から昭和火口，大正火口および62年第２火口の噴煙。 

十勝岳は，1962年6月29日，大正（1926年）の噴火以来34年ぶりに噴火を行なっ 

た。 この噴火によって，中央火口丘の南側に新しく直径140mの62年第２火口が 

開き，砕丘がつくられ，さらにその北西～東南方向にも新しい火口および亀裂が 

形成された。つまり，これらは，中央火口丘の外輪山にあたるグラウンド火口の南 

壁にそって活動したのである。（1962年9月撮影，朝日新聞社提供） 
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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

北海道嘱託 勝 井 義 雄 

  同   高 橋 俊 正 

北海道技師 土 居 繁 雄 

 

は し が き 

この図幅説明書は，昭和35年および昭和36年の２年間で行なった野外調査の結果を整 

理して，その概要を報告したものである。 

野外調査においては，北海道大学の河内晋平・近堂祐弘および曽屋竜典氏らの御協力を 

得た。なお，野外調査が終了したあと，昭和37年6月29日に十勝岳火山が，大正15年の 

活動以来久しぶりに噴火をした。この噴火による被害は，硫黄鉱山の崩壊とともに，同鉱 

山に働く職員の犠牲をもたらしたばかりでなく，山麓周辺から北海道東部地域にかけての 

農業および林業に大きな影響をおよぼした。この噴火の状況は，十勝岳火山の噴火史と共 

にこの説明書に集録した。この内容については，勝井，高橋とともに十勝岳噴火の調査に 

従事した北海道大学理学部の村瀬勉・大場与志男・平井喜郎・岩永将暉・曽屋龍典・伊藤 

宏氏らの資料によるものである。この調査に際しては，北海道大学石川俊夫教授，横山泉 

助教授，白銀荘管理人和田御夫妻ならびに上富良野町役場当局から，いろいろと援助をう 

けた。上記の諸氏に，厚く感謝の意を表する。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅のしめる地域は，北緯43ﾟ20'～43ﾟ30'，東経142ﾟ30'～142ﾟ45'の範囲である。 

行政的には，大麓山（標高1,459.5m）から上ホロカメトック山（標高1,887m）をと 

おり，十勝岳（標高2,077m）をへて美瑛岳（標高2,052.3m）をむすぶ稜線の西部は， 

上川支庁の管轄である。一方，稜線の東部は十勝支庁に属する。 

交通は，図幅の西部地域には道路が開さくされていて，吹上温泉から富良野町市街に通ず 

る道々をはじめ，町村道，農道，林道および林内歩道などが多い。これに反して北東から 

西南に嶺を連ねている山岳地帯には，わずかに登山コースとして利用されている数条の林 

十 勝 岳（釧路－第1号） 
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内歩道があるだけである。とくに，綾線の東南部地域には，歩道すらなく，交通は極めて 

不便である。 

Ⅱ 地   形 

Ⅱ.１ 概   説 

この図幅地域の地形を大きくみると，図幅の北東隅から西南隅を結ぶ対角線の北西部は 

標高350mから標高700mにいたる緩い傾斜をもつ台地状地形を呈し，東南部地域は標高 

1,000mから2,000mに達する火山地形となっている。 

前者の地域は，新第三紀末葉 

または第四紀初期に噴出したと 

考えられている十勝熔結凝灰岩
1）

 

から構成されているほか，火山 

体の山麓地域には，扇状地や崖 

錐が発達している。 

後者の地域は，第四紀に噴出 

した十勝岳火山群によって占め 

られている。この火山群は，北 

東に連なる大雪火山群ととも 

に，雄大な山岳美をほこり，わ 

が国において最大の規模をもつ 

大雪山国立公園の一部にふくまれている。（図版１参照） 

Ⅱ.２ 火山構造と火山地形 

Ⅱ.２.１ 十勝熔結凝灰岩の地形 

図幅地域の北西半に分布する十勝熔結凝灰岩は，旭川－富良野低地帯を埋めて，広大な 

火山砕岩大地をつくり，侵によってメサ地形を示している。この台地を切って，美瑛
びえい

 

川にそって２つの断層崖－白金
しろがね

温泉の上流部ではNE方向，下流部ではNW方向－がみら 

れる。 

２つの断層のうち，前者はSEに面しており，白金温泉付近では約100m，美瑛川上流の 

十勝熔結凝灰岩の分布地域の東端では約200mの高さに達する。この断層崖は，オプタテ 

 

1） 高橋（1960）の下部熔結凝灰岩に相当する。 

図版１ 十勝岳図幅地域の地形 
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シケ山山麓の扇状地で終っている。また，後者はSWに面していて，これを境として，十 

勝熔結凝灰岩の台地面に喰い違いが認められる。この喰い違いは白金温泉付近では約50 

mであるが，美瑛川の下流に行くに 

したがい，小さくなっていく。図幅 

地域の北部地域についてみると，十 

勝熔結凝灰岩のつくる台地面は，こ 

の断層崖のSW側では，西に約2ﾟ傾 

斜しており，海抜300～650mの高さ 

をもつが，NE側（美瑛川いの２ 

つの断層崖と，図幅の北縁に囲まれて 

いる部分）では，西に約3ﾟ傾斜してい 

て，海抜600～950mの高さをしめし 

ている。このように２つの断層崖は， 

いずれも，十勝熔結凝灰岩噴出直後に 

行なわれた火山構造性大陥没地（ma- 

jor volcano-tectonic depression）の 

形成に伴ってできたものである（高 

橋，1960)。第１図（参照） 

つぎに，十勝熔結凝灰岩の台地の切 

峰面について吟味すると，ベベルイ川 

の両岸の台地面の傾きにも，差異がみ 

とめられる（第２図参照)。両台地と 

も，約2ﾟの傾斜をもつが，北側では， 

西に傾斜しているのに対し，南側では 

北西に傾斜している。おそらくベベル 

イ川も，美瑛川と同じように，構造谷 

と考えられる。 

Ⅱ.２.２ 古期・中期および新期十勝 

岳火山群の地形 

図幅地域の南部地域に，古期・中は 

期および新期十勝岳火山群が火山列を 

第１図 十勝岳火山群の構造図 

１-熔結凝灰岩噴出後の陥没に関与しない地 
域，２-トノカリ凝灰質泥岩層堆積地域，３-十 
勝岳熔結凝灰岩活動直後の陥没による各地域 
の傾動（矢印の長さは，相対的に傾動の大小 
を表わす。また，↓は，ほぼ垂直に陥没したこ 
とを示す)，４-下富良野熔結凝灰岩活動直後 
の陥没による傾動，５-推定断層，６-確認断層， 
７-火山列（高橋，1960を多少改変してある） 

第２図 カルデラ形成直後の熔結凝灰岩 
地域の地形復原図 
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図版２ 十勝岳火山群の北西上空からの遠望。左からオプタテシケ，ベベツ 
岳，美瑛富士，十勝岳，富良野岳および前富良野岳。右手前は，十勝熔結 
凝灰岩の火山砕岩台地。（1961年秋．勝井撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版３ 富良野岳から十勝岳を望む。右手前は旧噴火口。 

 

 

 

 

 

 

 

図版４ 望岳台からみた十勝岳，左から，美瑛富士，美瑛岳，スリバチ火口 
丘（平らな尾根，噴煙は昭和火口)，中央火口丘，十勝岳（噴煙の後方）お 
よび前十勝岳。手前は1926年泥流堆積物。（1960年，高橋撮影） 
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つヘって噴出しおり，海抜1,400～2,100mに達している（図版２・３・４参照)。これら 

の配列に注目すると，火山列の南西端にある前富良野岳
まえふらのだけ

から
1）

北東端にあるオプタテシケ山 

（頂上部は東に隣接する十勝川上流図幅に含まれる）につらなるNE方向の火山列が卓越 

している。この火山列を，主列とよぶことにする。このほか，主列から派生しているNW 

の方向性をもつ２つの火山列がある。その１つは，上ホロカメットク山から下ホロカメッ 

トク山に連なるもので，他の一つは前富良野岳から大
だい

麓
ろく

山
さん

に連なるものである。これらの 

火山列を副列とよぶ。 

主列を構成している火山体をやぶった爆裂火口は，すべてNW側に開いており，しかも 

新期十勝岳火山群の寄生火山的な活動は，主列の西側にかぎられている。 

古期十勝岳火山群は，一般にいちじるしく解析をうけており，山麓には広大な扇状地や 

崖錐が発達している。この火山群は，地形的に二つのタイプにわけることができる。第１ 

のタイプは，粘性に乏しい苦鉄質の熔岩から構成されていて，台地状の地形を残すもので 

あって，原始が原熔岩や古十勝岳がこれにふくまれる。第２のタイプは，苦鉄質の噴出物か 

ら構成されている成層火山で，前富良野岳・大麓山・富良野岳および美瑛岳（下部熔岩） 

があげられる。これらの火山体のうち，前富良野岳・大麓山は，きわめて露出に乏しい。 

中期十勝岳群は，やや解析をうけている。地形的に，この火山群は三つのタイプに 

わけることができる。第１のタイプは，粘性に乏しい苦鉄質の熔岩からなる台地を形成し 

ており，白金熔岩がこれに属する。第２のタイプは，苦鉄質および中性の噴出物からなる 

成層火山で，美瑛岳や奥十勝岳をはじめこの火山群の大部分の山体が，これにふくまれ 

る。第３のタイプは，粘性にとむ珪長質の熔岩流で，石垣山熔岩・1,840m峰熔岩および 

十勝岳熔岩があげられる。 

新期十勝岳火山群は，いずも新鮮な火山形態を保ち，苦鉄質の噴出物からなり，成層火 

山・砕丘・小規模な熔岩流の三つのタイプの山体を含んでいる。成層火山は，美瑛富士 

および鋸岳で，美瑛岳と辺
べ

別
べつ

岳および美瑛岳と平が岳の間に，それぞれ噴出し，低所を埋め 

て熔岩を流している。砕丘は，グラウンド火口・
2）


すり

鉢
ばち

火口丘および中央火口丘であって， 

砕物の噴出のほか，アア熔岩も流している。これらのアア熔岩には，いずれも流理構造 

を示すグループが明瞭に残されており，鉢火口丘熔岩や中央火口丘熔岩の一部には，熔岩 

溝がみられる。また，北向火口熔岩および焼山熔岩は，山腹および山麓の火口から流出した 

小規模なアア熔岩であって，これも明瞭なグループを残している。また，1926年泥流の流 

 
1） 高橋（1960）のウロウスベ山に相当する。 
2） 高橋（1960）の中央火口丘外輪山に相当している。 



― 6 ― 

下した地域は，下流部においては植生が進んできたが，上流部では未だ殆ど植生をみない。 

Ⅱ.２.３ 火山の山麓地形 

古期および中期十勝岳火山群の山麓には，広大な扇状地および崖錐が発達している。こ 

れらの地形面のうち，図幅の西部地域および南東部地域では，わずかに解析をうけてお 

り，その形成が長期にわたって行なわれたことを示している。図幅の西部地域にみられる 

扇状地には，しばしば，熔結凝灰岩の残丘がみられ，また，南西部地域のベベルイ付近で 

は熔結凝灰岩と扇状地の末端部が接し，広い湿地をつくっている。原始が原の扇状地面の 

上にも，広い湿地が発達している。図幅の南東部地域の崖錐および扇状地を削して流れ 

ている河川は，いずれも図幅の南縁付近で伏流となる。 

Ⅱ.２.４ 基盤岩類の地形 

図幅地域の北東隅には，この地域の火山の基盤岩類がわづかに露出している。丸山熔岩 

は，北に隣接する志
し

比
び

内
ない

図幅の丸山を構成している熔岩流であって，ややいちじるしい解 

析をうけているが，まだ熔岩流の流走面を保存している。美瑛層は，美瑛川およびその支 

流によって，深く下刻され，いわゆる壮年期の地形を呈している。 

Ⅲ 地   質 

Ⅲ.１ 概   説 

十勝岳火山群からNE方向に，大雪火山群を経て天狗岳にいたる延長約80kmの大雪 

－十勝火山列は，千島火山帯の西 

端に位置する一つの火山列である 

（第３図参照)。 

この火山列北部の東側は，火山 

列に平行に，中新世の石英閃緑岩 

の迸入帯によって特徴づけられる 

上
かみ

支
し

湧
ゆう

別
べつ

構造線（長谷川他，1961） 

と，この構造線形成の以後に形成 

された断層が走っている。また， 

火山列南部の東側にも，古いN－ 

S性の走向をもつ断層を切って， 

新しいNE方向の断層が卓越して 

いる（酒勾・長谷川，1957)。さら 
第３図 大雪－十勝火山列の構造概念図 
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にこの図幅地域でも，火山列の主列を構成する火山体の下位には，日高累層群と美瑛層と 

を境するNE方向の断層の存在が推定されている（高橋，1960)。このようなNE性の構 

造は，NS性の構造をもつ古い日高帯と斜交する新しい中新世以降の構造であって，千島 

弧の形成に関連して作られたものである。このような基盤の構造に支配されて，大雪－十 

勝火山列は，NE方向につらなる火山列を形成したのである。 

この図幅地域における火山群の基盤は，日高累層群（地表に露出していない)・美瑛 

層・変質安山岩・丸山熔岩・美瑛川凝灰集塊岩層である。これらの基盤岩類をおおって， 

第三紀末葉または第四紀初頭に，十勝熔結凝灰岩の噴出が行なわれた。この熔結凝灰岩は， 

北海道において最大の規模をもっている。 

このような大規模な熔結凝灰岩の噴出活動には，既存の火山列の下位に潜在している断 

層が重要な役割をはたした。この熔結凝灰岩をもたらしたマグマの上昇によって，基盤岩 

類の差別的な隆起と断層活動が行なわれ，その断層の一部からはげしい火山砕流が噴出 

したと考えられている（高橋，1960)。この活動のすぐ後に，カルデラ陥没がおこり，カルデ 

ラ湖が形成された。このカルデラは，WILLIAMS（1941）の火山構造性大陥没地（major 

volcano-tectonic depression）に相当する（第１図参照)。 

十勝熔結凝灰岩および湖成堆積物（トノカリ凝灰質泥岩層）
1）

を不整合におおって，小規 

模な熔結凝灰岩（下富良野熔結凝灰岩）
2）

が主列の位置から東方に噴出した。 

洪積世末期から冲積世にかけて，熔結凝灰岩の噴出およびカルデラ形成に重要な役割を 

果したNE方向およびNW方向の弱線に支配されて，十勝火山群が活動した。この火山群 

は，噴出物の被覆関係と解析の程度から古期・中期および新期十勝岳火山群にわけること 

ができる。また，この火山群の活動は，噴出物の性質からみると２つの輪廻を考えること 

ができる。おもに洪積世に行なわれた初期の活動は，この火山群の主体をなすものであ 

り，玄武岩の大量噴出に始まり，その後，しだいに酸性熔岩の活動に移行して，最後に黒 

雲母・角閃石をふくむ酸性安山岩の小規模な活動で終っている。この一連の火山活動によ 

って，古期および中期十勝岳火山群に属する16の成層火山および寄生火山が形成された。 

これらの活動の後に，火山活動の休止期をはさんで，小規模な塩基性熔岩で特徴づけられて 

いる新期十勝岳火山群の活動がある。この活動によって，７つの成層火山と寄生火山が形 

 
1） 酒匂・長谷川（1957）の命名による。本層は，この図幅地域では十勝岳火山群噴出物 

におおわれているため，露頭はみられない。 

2） 酒匂・長谷川（1957）の命名による。この熔結凝灰岩は，この図幅地域では十勝岳火 

山群噴出物におおわれているため，地表には露出していない。 
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第１表 十勝岳図幅地域の地質総括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成された。この活動は，現在まで継続しており，1926年の泥流を伴う活動（多田・津屋， 

1958；その他）のみにとどまらず，ここ数100年の間に活溌な活動を行なっていたと考え 

られる（山田，1958；渡瀬，1926)。また，10年前から，中央火口丘付近の噴気活動が活 

撥化し，1962年6月29日中央火口丘南部が噴火を行なった。 

十勝岳火山群の噴出物は，岩質からみると，玄武岩から流紋岩にいたる多様性に富んで 

いる。これらの噴出物の有色鉱物には，斑晶として橄欖石・単斜輝石および斜方輝石のほ 
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かに，中性～珪長質岩では角閃石・黒雲母がごくふつうに伴われている。完晶質あるいは 

それに近い熔岩の場合は，石基鉱物としてクリストバル石および鱗珪石のほか，アノソクレ 

ースのようなアルカリ長石を伴っている。したがって，化学組成では，一般にアルカリ， 

特にK2Oにとみ，比較的鉄に乏しく，マグネシアに富んでいる。ほとんどの岩石は，久野 

（1954）の紫蘇輝石質岩系に属するものであるが，稀にピジオン輝石質岩系に属するもの 

（富良野岳上部熔岩）がみられる（勝井・高橋，1960)。後者の岩石は，ややアルカリにと 

むソレーアイト岩系の玄武岩（勝井，1959．KATSUI，1961）で，久野（1960）の高アル 

ミナ玄武岩の系列に属する。 

Ⅲ.２ 基 盤 岩 類 

この図幅地域に露出している基盤岩類は，美瑛層・変質安山岩・丸山熔岩および美瑛川 

凝灰集塊岩である。いずれも新第三紀に属する。これらの基盤岩類の相互の関係は，露 

出が断片的であるので，不明な点が多い。 

Ⅲ.２.１ 美 瑛 層
1）

（B e） 

図幅地域の北東隅の，美瑛川上流流域にわずかに露出している。おもにプロピライトお 

よび緑色凝灰岩から構成されているが，この図幅地域内では，プロピライトが優勢である。 

この地層は，火山主列の下位で日高累層群と断層で接していると考えられており（高橋， 

1960)，N20ﾟE，30ﾟNWの走向・傾斜を示している。弱い鉱化作用がいたる所にみられ， 

しばしば方解石脈および石英脈で貫ぬかれているほか，黄鉄鉱の鉱染がみられる。 

白金温泉で実施したボーリングのコアにも，地表下268～401(＋)mにわたって緑色凝 

灰岩およびプロピライトがみられることから，この地層は，主列の西側に，火山噴出物に 

おおわれてはいるが，広い範囲に分布しているものと考えられる。 

Ⅲ.２.２ 変質安山岩（A a） 

この安山岩は，大麓山付近に小規模に露出しているにすぎない。ほかの基盤岩類との関 

係は全く不明である。 

この安山岩は，微弱な変質作用をうけて，わずかに黄鉄鉱が鉱染していることから，第 

四紀火山岩と区別することができる。おそらく鮮新世のものであろう。 

この岩石は，斑晶にやや乏しく，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および鉄鉱などがみら 

れる。輝石類は緑泥石になっている場合もある。石基は，緑泥石化が進んでいるが，ハ 

リ基流晶質の原岩の構造を完全にのこしている。 

Ⅲ.２.３ 丸 山 熔 岩（M） 

 
1） 酒匂・長谷川（1957）の命名による。 
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図幅の北東隅に，美瑛層の侵面をおおって，安山岩が分布している。この安山岩は， 

北に隣接する志比内図幅地域の丸山付近に噴出源をもつ熔岩流である。解析も進んでお 

り，十勝熔結凝灰岩でおおわれていることから，この熔岩の噴出時代は，鮮新世（末期？） 

と考えるのが妥当であろう。 

暗灰色を呈する中性の普通輝石紫蘇輝石安山岩（V d型）
1）

である。やや斑晶に乏しく， 

斑晶鉱物として斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流 

晶質で色ガラスの中に，長柱状の斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱粒が散在し 

ている。 

Ⅲ.２.４ 美瑛川凝灰集塊岩（B a） 

美瑛川上流流域にわずかに露出する凝灰集塊岩である。十勝熔結凝灰岩でおおわれてい 

るが，すでにのべた基盤岩類との関係は不明である。おそらく鮮新世末期の堆積物であろ 

う。 

Ⅲ.３ 十勝熔岩凝灰岩（W） 

この熔結凝灰岩は，図幅地域の北西部地域および西部地域に広く分布している。分布の 

範囲は北は旭川，南は新得付近にまでも拡がり，その規模は北海道における最大の熔結凝 

灰岩である。この熔結凝灰岩は，図幅地域内では，１枚しかみられない。火山主列の東方 

地域に分布している二股熔結凝灰岩およびトムラシ熔結凝灰岩（酒匂・長谷川，1957）と 

の関係は全く不明であるが，岩質はひじょうに似ている。 

噴出時代については，従来，第三紀末（橋本，1955）あるいは洪積世（I S H I K A W A ＆ 

MINATO，1955，湊，1955）などの意見 

がのべられている。しかし正確な噴出 

時代を決定するに足る資料は，いまだ 

得られていない。 

この熔結凝灰岩は，一般に熔結作 

用がすすみ，柱状または板状節理を 

示し，軽石片は圧縮・熔結されて， 

しばしばビーズ玉状になっており， 

わずかに黒曜石パッチを含む。岩質 

は，大型の石英斑晶にとむ角閃石黒 

雲母流紋岩（ⅩⅥ型）であって，斑 

晶として石英・斜長石・黒雲母・角 

閃石・鉄鉱かみられ，少量の普通輝 
 
1） 記載を簡便にするため，久野（1954）の分類を用いる。以下同じ。 

B 黒雲母  P 斜長石  Q 石英 
図版５ 十勝熔結凝灰岩 



― 11 ― 

石および紫蘇輝石をともなっている。また外来岩片をやや多量に含む。基質は，主に無 

色～色のガラス裂片および軽石が熔結して潜晶質となり，空には，鱗珪石およびク 

リストバル石が晶出している。また，球顆も多量に含まれている（図版５)。ヌッカクシ 

富良野川河岸および白金温泉から採集したこの熔結凝灰岩の化学組成はつぎのとおりで 

ある。 

 SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

1) 71.57 0.29 13.11 2.62 0.78 0.07 0.64 2.19 3.89 3.39 0.06 0.60 0.42 99.63 

2) 70.00 0.15 14.08 1.30 1.51 0.20 1.34 3.56 3.80 2.30 0.20 2.12 100.56 

1） ヌッカクシ富良野川河岸，高橋俊正分析（勝井・高橋，1960） 
2） 白金温泉（佐藤・香川・白幡，1961） 

Ⅲ.４ 古期十勝岳火山群 

この図幅地域では，火山構造性大陥没地が形成されたあと，すでにのべたように，トノ 

カリ凝灰質泥岩層が湖成堆積物として堆積した。さらに，下富良野熔結凝灰岩が噴出し 

た。しかし，これらは，いずれもこの図幅地域内には露出していない。下富良野熔結凝灰 

岩の噴出によって，火山構造性大陥没地の形態は，多少の修正を加えられはしたが，原構 

造を大きく変更されてはいないと考えられている（高橋，1960)。 

古期十勝岳火山群は，以上の２度にわたる熔結凝灰岩の噴出およびそれに起因するカル 

デラの形成をもたらした火山主列の下位にある断層にそって活動した。この活動は，塩基 

性の粘性にとぼしい熔岩の大規模な流出によって特徴づけられている。 

Ⅲ.４.１ 原始ガ原熔岩（G） 

この熔岩は，原始ガ原付近および大麓山西麓に分布している玄武岩である。大麓山の西 

麓（布
ぬの

部
べ

川流域）では，この熔岩は，20mの厚さをもち，下位に約5mの凝灰集塊岩を伴 

っている。 

熔岩は，普通輝石橄欖石紫蘇輝石玄武岩（Ⅴ d型）で，斑晶として斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石・橄欖石および鉄鉱を含んでいる。石基は，やや粗粒の間構造を示し，斜長 

石・単斜輝石・少量の斜方輝石および少量の色ガラスからできている。 

Ⅲ.４.２ 前富良野岳熔岩（M f）  

前富良野岳は，いちじるしく解析された成層火山である。しかし，山腹以下では，きわ 

めて露出に乏しいので，火山構造の詳細を知ることはできない。これまでの調査によると， 

３枚の熔岩流が識別でき，それらの熔岩の間には，角礫凝灰岩の薄層を挾在している。 

熔岩は，橄欖石を含む紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）で，斑晶として斜長石・普通 

輝石・紫蘇輝石・少量の橄欖石および鉄鉱がみられる。石基はハリ基流晶質で，色ガ 
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ラスの中に，斜長石・単斜輝石・斜方輝石および鉄鉱が散在している。 

Ⅲ.４.３ 大麓山熔岩（T r） 

大麓山は，熔岩流を主とした火山である。いちじるしく解析されているが，山頂部付近 

を除いては，露出に乏しい。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑状構造を示し，斑晶 

として斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・少量の橄欖石および鉄鉱がみられる。石基はハリ 

基流晶質で，色ガラスの中に針状の斜長石・単斜輝石・斜方輝石および鉄鉱が散在し 

ている。 

Ⅲ.４.４ 富良野岳下部熔岩（F l） 

富良野岳は，熔岩流を主とした成層火山である。富良野岳の噴出物は，下部から上部に 

なるにしたがって，岩質がいちじるしく変化する。すなわち，上部のものほど有色鉱物に 

富み，また，橄欖石が多くなって，紫蘇輝石が少なくなってくる。地形的には，解析がや 

や進んでいるが，火山体の中心部は，構造をのこしており，火山体の構造を推察することが 

できる。西斜面には西方に開口している直径約500mの爆裂火口が存在するほか，頂上か 

ら北東方に約500mのところには北東方に開く直径約250mの爆裂火口が，また，頂上 

部には北方に開く直径約100mの爆裂火口がそれぞれみられる。 

富良野岳下部熔岩は，富良野岳南麓に露出している。 

この熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石玄武岩（Ⅴ d型）である。斑晶には，斜長 

石・普通輝石・紫蘇輝石・少量の橄欖石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質 

で，色ガラスの中に短冊状の斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱のほか，燐灰石を含 

んでいる。空中に，しばしば鱗珪石が晶出している。 

Ⅲ.４.５ 富良野岳凝灰集塊岩（F a） 

この集塊岩は，富良野岳頂上の周辺に分布している。火山体の東部によく露出してるが， 

西部では，富良野岳中部熔岩でおおわれているため，谷にって露出しているだけである。 

火山体の東北部では，この集塊岩は，約40mの層厚をもっている。 

集塊岩は，凝灰岩の基質中に，火山弾およびスコリアを含むものである。火山弾は， 

紫蘇輝石普通輝石橄欖石玄武岩（Ⅴd型）である。 

Ⅲ.４.６ 富良野岳中部熔岩（F m） 

この熔岩は，火山体の西半部および北部に発達していて，まえにのべた富良野岳下部熔 

岩および凝灰集塊岩を薄くおおって流下している。 

紫蘇輝石含有普通輝石橄欖石玄武岩（Ⅴd型）である。 斑晶鉱物として，石灰質斜長 

石・橄欖石・普通輝石・少量の紫蘇輝石および鉄鉱がみられる。石基は，やや結晶質で 
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斜長石・単斜輝石・少量の斜方輝石・鉄鉱・燐灰石および色ガラスからなる。 

Ⅲ.４.７ 富良野岳上部熔岩（F u） 

この熔岩は，火山体の頂部に小規模。 

に分布している。この地域の火山岩類 

のうち，もっとも苦鉄質のものである。 

普通輝石橄欖石玄武岩（Ⅳ b→ c  

型）である。斑状構造を呈し，斑晶 

として多量の石灰質斜長石・多量の 

橄欖石・普通輝石および鉄鉱がみら 

れる。石基は，細粒の間構造をし 

めし，斜長石・単斜輝石・橄欖石・ 

鉄鉱・燐灰石およびごく微量の鱗珪 

石と色ガラスからなる（図版６)。 

富良野岳頂上におけるこの熔岩の化 

学組成をつぎに示す。 

SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

46.79 1.61 18.03 4.98 7.52 0.19 5.76 10.55 2.67 0.79 0.08 0.55 0.38 99.90 

勝井義雄・高橋俊正分析（勝井・高橋，1960） 

Ⅲ.４.８ 古十勝岳下部熔岩（K t l） 

古十勝岳は，熔岩を主体とし，薄い凝灰集塊岩を挾在している成層火山である。その噴 

出源は，後期の噴出物でおおわれているので不明である。しかし，地形から推定すると， 

十勝岳付近にあったものと考えられる。この火山の噴出物は，下部および上部熔岩の２つ 

にわけられる。 

古十勝岳下部熔岩は，この図幅地域の東縁では，海抜900～1,000mの平坦面を形成し 

ている。厚さ30mの熔岩流で，上位に数mの凝灰集塊岩を伴っている。 

熔岩は，角閃石含有橄欖石普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅵ d型）である。斑晶鉱物には 

斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱およびごく少量の色角閃石（周辺部はオパサイト 

化している）がみられる。また，稀に1cm前後の斜長石を含むこともある。石基は， 

ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中に斜長石の針状結晶・単斜輝石・紫蘇輝石・鉄 

鉱および少量の燐灰石が含まれている。空中には，鱗珪石およびクリストバル石のほ 

か，稀に黒雲母が散在している。 

Ⅲ.４.９ 古十勝岳上部熔岩（K t u） 

この熔岩は，図幅地域の東縁で，海抜1,000～1,300mの平坦面を形成している。この 

O 橄欖石  A 普通輝石  P 斜長石 
図版６ 富良野岳上部熔岩 
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熔岩の上位には，厚さ10数mの凝灰集塊岩を伴っている。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。斑晶として，斜長 

石・普通輝石・紫蘇輝石・少量の橄欖石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質 

で，多量の色ガラスの中に，針状斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および少量の燐 

灰石が散在している。また，空の中には，鱗珪石・クリストバル石およびアノーソク 

レースがみられる。 

Ⅲ.４.10 美瑛岳下部熔岩（B l l） 

この熔岩は，主列の両側に分布しているが，崩壊物でおおわれているので，詳しいこと 

は不明である。主列の西側では２枚，東側では３枚の熔岩が区別でき，凝灰集塊岩の薄層 

を挾在している。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶には，石灰質斜長 

石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の橄欖石がみられる。石基はハリ基流晶質 

で，多量の色ガラスの中に，針状斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および燐灰石が 

含まれている。空中には，鱗珪石およびクリストバル石がみられることもある。 

Ⅲ.５ 白金砂礫層（Sg） 

この地層は，白金温泉付近に発達している厚い未凝固の砂礫層である。白金温泉で実施 

したボーリングの結果によると，厚さは30mにも達する。砂質の基質に，人頭大～大， 

稀には数mにおよぶ巨礫が含まれている。また，しばしば粘土質の部分を挾在している。 

礫の種類は，美瑛岳下部熔岩に属する安山岩が圧倒的に多い。 

この地層は，小山内（1960）によって，湖成堆積物と考えられているが，美瑛岳下部熔 

岩の大礫を多く含んでいることから，この層を洪積世の扇状地堆積物または河岸段丘堆積 

物と考えることもできるであろう。 

Ⅲ.６ 中期十勝岳火山群 

中期十勝岳火山群の活動は，古期十勝岳火山群の火山活動に続いて行なわれ，この地域 

の火山構造の骨格を形成した。一般に，山体の解析はやや進んでおり，しかも崩壊物にお 

おわれていないので，各所に好露出があって，火山体の構造を明瞭に知ることができる。 

噴出物の性質は，初期のものは，流動性にとむ苦鉄質の熔岩で特徴づけられており，末期 

のものほど，しだいに粘性にとむ珪長質熔岩となっている。活動の規模は初期のものが大 

きく，末期になるにしたがって，しだいにその規模が小さくなる。火山群の形成史の上か 

らみれば，この時期の火山活動は，古期十勝火山群の活動の継続とみることができる。 

Ⅲ.６.１ 白金熔岩（S g l） 

この熔岩は，望岳台の西方によい露出がみられる。３枚の熔岩流がみられ，凝灰集塊岩 
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の薄層をはさんでいる。それぞれの熔岩流の末端部は，いずれも急斜面をなして止ってい 

る。白金温泉では，この熔岩が白金砂 

礫層をおおっているのが観察できる。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇石普通輝 

石玄武岩（Ⅴ d型）である。斑晶と 

して，斜長石・普通輝石・紫蘇輝 

石・少量の橄欖石および鉄鉱がみら 

れる。石基は，ハリ基流晶質で，や 

や多量の色ガラスの中に，短冊状 

斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱お 

よび少量の燐灰石が散在している。 

空の中に，きわめて少量の鱗珪石 

がみられる場合がある（図版７)。 

白金温泉で採集したこの熔岩の化学 

分析値をつぎに示しておく。 

SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

51.90 1.05 17.69 2.50 7.72 0.52 4.96 9.35 3.04 1.20 0.15 0.46 0.11 100.65 

田中専三郎分析（多田・津屋，1927） 

Ⅲ.６.２ 奥十勝岳下部熔岩（O t l） 

奥十勝岳は，解析の進んだ成層火山である。この山体を構成している主な噴出物は，下 

部熔岩であって，中部熔岩および上部熔岩は，下部熔岩の侵面上を薄くおおっている。 

奥十勝岳下部熔岩は，少なくとも３枚の熔岩流にわけられ，それぞれの熔岩流の間には 

薄い凝灰集塊岩層を挾在している。熔岩の傾斜から判断すると，これらの熔岩は，２つあ 

るいはそれ以上の噴出源を持つ可能性があり，今後の精査が必要である。奥十勝岳頂上か 

らNE方向に流れる沢のシー十勝川合流点付近では，奥十勝岳下部熔岩の末端が滝を作り， 

古十勝岳上部熔岩をおおっているのが観察できる。 

熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶として，斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石および鉄鉱がみられる。石基はハリ基流晶質を呈し，多量の色ガラスの中に， 

針状斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が存在している。空の中 

にクリストバル石が普通にみられ，アノーソクーレスが稀に見出される。 

奥十勝岳から SE方向にのびる尾根の海抜1,600m付近では，いちじるしく捕獲岩に 

とむ熔岩が存在する。捕獲岩は，泥岩および斑糲岩などであって，前者はトノカリ凝灰 

質泥岩層，後者は日高帯の深成岩類の破片と考えられる。捕獲岩の母岩は，黒雲母・角 

閃石・橄欖石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩（ⅩⅥd型）である。 

O 橄欖右  H 紫蘇輝石  A 普通輝石  P 斜長石 
図版７ 白 金 熔 岩  
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Ⅲ.６.３ 奥十勝岳中部熔岩（O t m） 

この熔岩は，奥十勝岳の西斜面に発達しており，十勝岳下部熔岩の侵面を薄くおおっ 

ている。大麓山頂上付近からは，下部熔岩を不整合に，この中部熔岩がおおっているのが 

観察できる。火山砕物は，まったく伴われていない。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶として，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石 

および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，色ガラスの中に斜長石・単斜輝石・ 

斜方輝石・鉄鉱および燐灰石が散在している。空の中に，鱗珪石・クリストバル石が 

少量晶出しており，アノーソクーレスもごく少量存在している。 

Ⅲ.６.４ 奥十勝岳上部熔岩（O t u） 

この熔岩は，奥十勝岳頂上付近からNE方向に流れている小規模な熔岩流である。この 

熔岩と中部熔岩との被覆関係はみることができないが，地形から推察すると，この熔岩の 

方が新期のものと考えられる。 

紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。斑晶鉱物として，斜長石・普通輝石・紫 

蘇輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，きわめて多量の色ガラスの 

中に，針状斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が存在している。空 

の中には，鱗珪石およびクリストバル石がやや多く品出しており，また，アノーソク 

ーレスも少量みられる。 

Ⅲ.６.５ 美瑛岳中部熔岩（B m l） 

美瑛岳は，典型的な成層火山であって，頂部の西南側にある直径700mの爆裂火口壁で 

は，10数枚の中部熔岩および上部熔岩が，凝灰集塊岩および角礫凝灰岩と互層している状 

態が観察できる。 

美瑛岳中部熔岩は，美瑛岳の主体を構成しており，10数枚の熔岩流が凝灰集塊岩および 

角礫凝灰岩と互層している。この熔岩で構成されている部分は，爆裂火口壁を除くと，解 

析もあまり進んでいないので，比較的新鮮な火山形態を保存している。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。斑晶として，斜長 

石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の橄欖石がみられる。石基は，ハリ基流晶質 

で，多量の色ガラスの中に針状斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および少量の燐灰 

石が含まれている。空の中に，鱗珪石およびクリストバル石が晶出しており，また， 

アノーソクーレスがみられる場合もある。これらの熔岩は，一般に上部のものほど珪長 

質となる。 

Ⅲ.６.６ 美瑛岳上部熔岩（B u l） 

この熔岩は，美瑛岳頂上部付近に小規模に露出している。火山体の構造からみると，こ 

の熔岩を中部熔岩から一連のものと考えることもできるが，その岩質が特に違っているの 
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で，これを中部熔岩と区別した。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴ d型）である。厚さ数 cmの白色部と黒色部が流理方向 

に縞状をなしている。両者とも，斑晶鉱物として，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および鉄 

鉱がみられるが，石基にはいちじるしい違いがある。すなわち，黒色部はハリ基流晶質 

であよびって，多量の色ガラスの中に，針状の斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱お 

少量の燐灰石が散在しており，空にはクリストバル石および鱗珪石がみられる。これ 

に対し，白色部の石基は，殆んど無色のガラスのみからできている。 

Ⅲ.６.７ オプタテシケ山下部噴出物（O l） 

オプタシケ山は，典型的な成層火山である。わずかに解析をうけているが，比較的新鮮 

な火山形態をたもっている。 

下部の噴出物は，図幅地域の北東隅に分布している。十勝熔結凝灰岩の噴出に起因す 

る，火山構造性大陥没地の低所に流れこんでいる熔岩と，それに伴われている凝灰集灰岩 

とから構成されている。この噴出物には，３枚の熔岩がみられる。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑状構造を呈し，しば 

しば石灰質斜長石（亜灰長石）の大晶（径1cm前後）を含んでいる。 斑晶鉱物は，斜 

長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の橄欖石である。石基は，ハリ基流晶質で 

あって，斜長石・単斜輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が色ガラスの中に含まれてい 

る。空には，少量の鱗珪石およびクリストバル石が品出している。 

Ⅲ.６.８ オプタテシケ山上部噴出物（O u） 

オプタシケ山頂部の西に開口している爆裂火口壁に
1）

，凝灰集塊岩と数枚の熔岩が互層し 

ているのが観察できる。この噴出物はオプタテシケ山の主体を構成している。 

熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）で，斑晶鉱物として，斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中に， 

斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および燐灰石が散在している。空には，鱗珪石・ 

クリストバル石および微量のアノーソクレースが晶出している。美瑛川源流部にみられ 

る熔岩には，空に黒雲母が晶出している場合もある。 

Ⅲ.６.９ ベベツ岳熔岩（B l） 

ベベツ岳は，新しい火山形態をもっている成層火山である。少なくとも４枚の熔岩流 

と，それらの間に挾在している凝灰集塊岩とから構成されている。山体の頂部に，直径約 

350mのNW方向に開口している爆裂火口がある。 

熔岩は，紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶鉱物として，斜長石・普通輝 

石・紫蘇輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中に， 

 
1） 東接する十勝川上流図幅地域内に存在する。 
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針状の斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および少量の燐灰石を含んでいる。空に 

は，鱗珪石・クリストバル石がみられ，稀に，アノーソクーレスがみとめられる。 

Ⅲ.６.10 下ホロカメットク山熔岩（S h l） 

下ホロカメットク山は，典型的な成層火山の地形を示しているが，解析が進んでいない 

ので，地表面にそって流下している最上部の熔岩しか露出していない。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。 斑晶鉱物は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝 

石および鉄鉱である。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中に針状の斜長石・ 

斜方輝石・単斜輝石および鉄鉱を含んでいる。空には，クリストバル石および少量の 

アノーソクーレスがみられる。 

Ⅲ.６.11 上ホロカメットク山下部熔岩（K l l） 

上ホロカメットク山は，典型的な成層火山である。ヌッカクシ富良野川の北岸では，熔 

岩と角礫凝灰岩の互層している状態が観察できる。山体の頂には，NW方向に開口してい 

る直径1kmの爆裂火口（旧噴火口）がみられる。この火口は，現在，ひじょうに激しい 

噴気活動を行なっている。 

下部熔岩は，三段山付近および上ホロカメットク山南斜面に分布している。三段山付近 

では，４枚の熔岩と角礫凝灰岩とが互層している。なお，三段山付近では，下部熔岩の末 

端部（海抜1,000m付近）に２ヵ所温泉が湧出している。 

熔岩は，紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。 斑晶として，斜長石・普通輝石・ 

紫蘇輝石および鉄鉱がみられる。稀に，橄欖石を含むこともある。石基は，ハリ基流晶 

質で，多量の色ガラスの中に，針状の斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および少量 

の燐灰石が含まれている。空には，鱗珪石・クリストバル石およびアノーソクーレス 

がみられるが，上部のものほど，これらの鉱物にとむ傾向をもっている。また，上ホロ 

カメットク山の南方に分布している熔岩には，空の中に黒雲母が晶出している場合も 

ある。 

Ⅲ.６.12 平ガ岳熔岩（T a l） 

平ガ岳は，成層火山であって，少なくとも５枚の熔岩流と，それらの間に挾在している 

凝灰集塊岩とからできている。山体は，それほどいちじるしい解析をうけていない。 

熔岩は，紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶鉱物として，斜長石・普通輝 

石・紫蘇輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中 

に，斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が含まれている。空を 

埋めて，クリストバル石および鱗珪石がやや多量に晶出しており，アノーソクーレスも 

みられる。上部の熔岩は，とくに，珪酸鉱物に富んでいる。 

Ⅲ.６.13 上ホロカメットク山中部熔岩（K m l） 
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この熔岩は，奥十勝岳と平ガ岳の間の低所に流れこんだものである。この熔岩流は上ホ 

ロカメットク山頂上の東方に，海抜1,700m前後の平坦面を形成している。下部には凝灰 

集塊岩を伴っている。 

熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶鉱物として，斜長石・紫蘇輝 

石・普通輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中 

に，針状斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および燐灰石が含まれている。空の中は， 

クリストバル石および少量のアノーソクーレスが晶出している。 

Ⅲ.６.14 三峰山熔岩（S a l） 

この熔岩は，富良野岳および上ホロカメットク山の間の低所を埋めて，おもに南方に流 

れたものである。山体の北斜面には，北西方に開口している直径約700mの爆裂火口が 

存在する。下部には，角礫凝灰岩を伴なっている。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。斑晶として，斜長石・ 

普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラ 

スの中に，短冊状の斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱および燐灰石が含まれている。 

空の中に，やや少量のクリストバル石がみられる。 

Ⅲ.６.15 上ホロカメットク山上部熔岩（K u l） 

この熔岩は，粘性にとむ熔岩が小規模に流出したものであって，旧噴火口の火口壁では， 

約100mの厚さをしめしている。上ホロカメットク山の西方では，三峰山熔岩をおおって 

いるのが観察できる。 

熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶として，斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石および鉄鉱がみられる。石基は，ハリ基流晶質を呈し，きわめて多量の色ガ 

ラスの中に，針状斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が含まれてい 

る。空の中に，やや多量のクリストバル石・少量の鱗珪石およびアノーソクーレスが 

晶出している。 

Ⅲ.６.16 馬の背凝灰集塊岩（U a） 

この凝灰集塊岩は，馬の背周辺に小規模に分布している。山体の北斜面の西に開口して 

いる直径約1kmの爆裂火口壁では，約150mの厚さをしめしている。 

この集塊岩は，火山灰の基質の中に，本質および類質の岩片を多く含んでいる。これ 

らの岩片の性質は，平ガ岳熔岩および上ホロカメットク山中部熔岩によく似ている。 

Ⅲ.６.17 前＋勝岳熔岩（M l） 

前十勝岳は，成層火山であって，４枚の熔岩流とそれに挾在する凝灰集塊岩から構成さ 

れている。山体自身の高さはあまり大きくない。馬の背爆裂火口の火口壁で，前十勝岳熔 

岩が上ホロカメットク山下部熔岩の侵面をおおっているのが観察できる。 
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熔岩は，石英含有普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶鉱物として，斜長石・ 

紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱およびきわめて少量の石英がみられる。石基は，ハリ基流晶 

質で，多量の色ガラスの中に斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および少量の燐灰石 

が散在している。空の中に，クリストバル石・鱗珪石および少量のアノーソクーレス 

が晶出している。 

Ⅲ.６.18 1,840m峰熔岩（18 l） 

この熔岩は，1,840m峰付近から南方に，奥十勝岳と上ホロカメットク山の低所を埋め 

て流れこんでいる。地形的にも，また，岩質からも，上ホロカメットク山中部熔岩と区別 

できる。 

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴ d型）で斑状構造を示している。斑晶の量はやや少い。 

斑晶鉱物として，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量の鉄鉱がみられる。石基は， 

ハリ基流晶質で，きわめて多量の色ガラスの中に，斜長石・斜方輝石・単斜輝石・少 

量の鉄鉱および少量の燐灰石が含まれている。空の中に，やや多量のクリストバル石・ 

鱗珪石および少量のアノーソクーレスが晶出している。 

Ⅲ.６.19 石垣山熔岩（I l） 

石垣山は，ベベツ岳南西斜面の上にできた寄生火山であって，小規模な熔岩流から構成 

されている。 

この熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑晶鉱物は斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石および鉄鉱からなる。石基は，ハリ基流晶質で，色ガラスの中に，斜長石・ 

斜方輝石・普通輝石・鉄鉱および少量の燐灰石を含んでいる。空の中には，多量の鱗 

珪石・クリストバル石のほか，アノーソクーレスが晶出している。 

Ⅲ.６.20 十勝岳熔岩（T l） 

この熔岩は，十勝火山群の主峰を構 

成している小規模な熔岩である。やや 

解析されてはいるが，熔岩円頂丘の地 

形が保存されている。 

黒雲母および角閃石含有普通輝石 

紫蘇輝石安山岩（ⅩⅥ d型）であ 

る。斑晶として，斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石・鉄鉱・少量の角閃石（緑 

色および色）および黒雲母がみら 

れる。ひじょうに不均質で，角閃石 

および黒雲母の斑晶が，部分的に存 

在してないことがある。石基も，ハ 
H 紫蘇輝石 B 黒雲母 P 斜長石 T 鱗珪石 

図版８ 十勝岳熔岩 
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リ基流晶質または潜晶質をしめす。ハリ基流晶質の部分は，ガラスの中に，斜長石・斜 

方輝石・単斜輝石および鉄鉱を含み，空の中に，鱗珪石およびクリストバル石がきわ 

めて多く晶出している。また，アノーソクーレスも少量みられる（図版８)。十勝岳頂上 

におけるこの熔岩の化学組成はつぎのとおりである。 

SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

60.67 0.79 15.44 4.72 2.67 0.10 2.53 5.45 3.35 2.93 0.12 0.79 0.32 99.88 

高橋俊正分析（勝井・高橋，1960） 

Ⅲ.７ 新期河岸段丘堆積物（Yg） 

この堆積物は，図幅地域の西北部および南西隅の河岸に，小規模に分布している。現河 

床と段丘面との比高は，図幅地域の西北部では約7m，南西隅では約3mである。いずれ 

も，砂・粘土の基質の中に，十勝熔結凝灰岩・古期十勝火山群および中期十勝岳火山群噴 

出物から由来した礫を多量に含んでいる。 

Ⅲ.８ 新期十勝岳火山群 

中期十勝岳火山群の活動と新期十勝岳火山群の活動の間に，かなりの時間的な間があ 

ったことは，火山体の解析の程度をくらべてみると容易に推定できる。新期十勝岳火山群 

の活動は，いずれも苦鉄質安山岩熔岩および砕物の噴出によって特徴づけられている。 

Ⅲ.８.１ 美瑛富士下部熔岩（B f l） 

美瑛富士は，十勝火山群のうちで最も典型的な成層火山である。その噴出物は，美瑛岳 

とベベツ岳の間の低所を埋めて，NW側に流下している。火山体の解析は，ほとんど行な 

われていない。したがって，熔岩流は，表層では２枚しかみられない。２枚の熔岩流の間に 

凝灰集塊岩を挾在している。 

下部熔岩は，美瑛富士北麓に小規模 

に露出している。 

熔岩は，普通輝石紫蘇輝石安山岩 

（Ⅴd型）である。斑晶鉱物として， 

斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および 

鉄鉱が存在する。稀に，石灰質斜長 

石（亜灰長石）の大晶（径約1cm） 

がみられる。石基は，ハリ基流晶質 

で，色ガラスの中に，短冊状斜長 

石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱およ 

び少量の燐灰石を含んでいる。 A 普通揮石  H 紫蘇輝石  P 斜長石 
図版９ 美瑛富士上部熔岩 
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空には，少量の鱗珪石および少量のクリストバル石が晶出している。 

Ⅲ.８.２ 美瑛富士上部熔岩（B f u） 

この熔岩は，美瑛富士の主体を構成しており，岩質は，紫蘇輝石含有普通輝石安山岩 

（Ⅴd型）である。 

斑状構造を呈し，斑晶鉱物として，斜長石・普通輝石・鉄鉱・少量の紫蘇輝石がみら 

れる。石基は，ハリ基流晶質で，多量の色ガラスの中に，斜長石・単斜輝石・斜方輝 

石・鉄鉱および少量の燐灰石が含まれている。空の中に，少量のクリストバル石が晶 

出している（図版９)。 

Ⅲ.８.３ 鋸岳噴出物（N e） 

鋸岳は，美瑛岳と平ガ岳の間に噴出した成層火山である。山体は，ほとんど解析され 

ていない。山体の頂部には，西方に開口した直径約500mの 

爆裂火口がある。鋸岳は，下部に熔岩流がみられるが，大部 

分は凝灰集塊岩から構成されている。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）で 

ある。斑晶として，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱お 

よび少量の橄欖石がみられる。石基は，ハリ基流晶質で， 

多量の色ガラスの中に，短冊状斜長石・単斜輝石・斜方 

輝石・鉄鉱および少量の燐灰石が含まれている。空の中 

には，少量のクリストバル石が晶出している。 

Ⅲ.８.４ グラウンド火口砕屑噴出物（Gf）およびグラウン 

ド火ロ熔岩（G l） 

十勝岳頂上のNW側に，直径約700mのNW方向に開く 

グラウンド火口があり，その内側に中央火口丘がある。グラ 

ウンド火口を形成している火山は，比較的大きな砕丘であ 

って，初期に熔岩流の流出があり，後期には火山砕物の噴出 

が行なわれている。熔岩流は，北西斜面を流れ，望岳台付近 

まで達している。また，望岳台から白金温泉にかけて，この 

火山の末期の活動に由来すると考えられる火山砕流堆積物 

が数枚，谷にって分布している（第４図参照)。村井（1960・ 

1961）は，これらの火山砕流堆積物を1926年5月の活動 

の噴出物と考えたが，これらは，中央火口丘熔岩（噴出の記 

録は残されていない）の下位のものである。 

第４図 望岳台におけるグ 
ラウンド火口および中央 
火口丘の噴出物の柱状図 
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熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。その性質は，鋸岳熔 

岩ときわめてよく似ている。 

Ⅲ.８.５ スリバチ火ロ丘砕屑噴出物（S f）およびスリバチ火ロ丘熔岩（S l） 

スリバチ火口丘は，グラウンド火口の火口壁北端に噴出した砕丘であって，その頂部 

には，長径約350m，短径約250mの楕円形の火口を有している。その火口壁には，３枚 

の降下スコリア層が露出している。熔岩流は，アア熔岩であって，少なくとも２枚が存在 

している。北向火口のNW側に流出したものは，植生を根拠として，流出後140年以内の 

ものと推定されている（渡瀬，1926から再計算を行なった)。また，山体の北西斜面にあ 

る昭和火口は，激しい硫気活動を行なっている。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。あとからのべる中央 

火口丘熔岩とひじょうによく似ている。 

Ⅲ.８.６ 北向火ロ熔岩（K l） 

北向火口は，スリバチ火口丘北方約500mの地点にみられる直径約150mの火口であ 

る。この火口からは，NW方向に小規模なアア熔岩を１枚流している。 

熔岩は，含橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。岩質はあとからの 

べる中央火口丘熔岩とひじょうによく似ている。 

Ⅲ.８.７ 焼 山 熔 岩（Y l） 

焼山熔岩は，焼山付近にみられる小規模なアア熔岩である。熔岩流の東端には，直径約 

50mの浅い火口がみられる。植生から判断すると，この熔岩もひじょうに新らしく，スリ 

バチ火口丘熔岩および中央火口丘熔岩などの活動に対応して，山麓から噴出したものであ 

ろう。 

橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴ d型）である。岩質は，後述する中央火口丘 

熔岩とひじょうによく似ている。 

Ⅲ.８.８ 中央火口丘砕屑噴出物（C f）・中央火ロ丘熔岩（C l）および1926年泥流堆積 

物（C m） 

中央火口丘は，グラウンド火口の北西部に噴出した小規模な成層火山である。山体のN 

W側には，直径200mの大正火口（新噴火口）がある。この火口壁には，熔岩と砕噴出 

物が露出しており，噴気活動が行なわれている。熔岩流はアア熔岩であって，噴火の記録 

も1857年，1887～1889年および1926年5月～1928年（多田・津屋，1927ほか多数）な 

どが残されている。また，1962年6月には，中央火口丘の南側，グラウンド火口壁にっ 

て噴火が行なわれた。 

熔岩は，橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。斑状構造を呈し，斑晶 
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として，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の橄欖石がみられる。石基は， 

ハリ基流晶質であって，多量の色ガラスの中に短冊状斜長石・単斜輝石・斜方輝石・ 

鉄鉱および少量の燐灰石が含まれている。空の中に，少量のクリストバル石が晶出し 

ている。 

1926年泥流堆積物は，中央火口丘熔岩をおおい，北西山麓に分布している。硫気変質を 

うけた火山灰を基質として，大小さまざまの火山岩塊・火山礫を含み，分級は極めてわる 

い。これらの火山岩塊も，硫気作用の影響をうけたものが多い。 

1926年の活動では，新火山弾を少量噴出した（多田・津屋，1927)。この火山弾は，暗 

黒色多孔質の橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅴd型）である。岩質は，まえにのべ 

た中央火口丘熔岩にひじょうによく似ている。この火山弾の化学組成をつぎにしめす。 

SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

53.93 1.25 18.39 3.11 6.21 0.19 4.10 8.83 2.40 1.43 0.15 0.14 0.03 100.16 

田中専三郎分析（多田・津屋，1927） 

Ⅲ.９ 扇状地および崖錐堆積物（F） 

火山の山麓部には，扇状地および崖錐が発達している。これらの堆積物は，砂質の基質 

の中に，火山岩塊および礫を多く含んでいる。火山岩塊および礫は，十勝岳火山群の噴出 

物が多いが，図幅地域の西部に発達している扇状地には，十勝熔結凝灰岩の礫も少量含ま 

れていることがある。 

Ⅲ.10 冲 積 層（A） 

冲積層は，十勝熔結凝灰岩の分布地域の河川に河って，小規模な分布を示している。砂 

質の基質（一部に粘土質の部分がみられる）の中に，礫が含まれている。礫は，十勝熔結 

凝灰岩および十勝岳火山群の噴出物である場合が多い。砂は，大部分が十勝熔結凝灰岩か 

ら供給され，石英粒を多量に含んでいる。 

Ⅳ 応 用 地 質 

この図幅地域の北東部に分布する美瑛層の中には，緑泥石化作用および黄鉄鉱化作用を 

うけた鉱化帯がみられる。この鉱化帯の中には，しばしば浅熱水性の石英脈および方解石 

脈が発達している。しかし，これまで，この図幅地域内には，みるべき鉱床は発見されて 

いない。したがって，この図幅地域内の有用資源としては，大正火口そのほかにみられる 

硫黄鉱床と，吹上温泉その他にみられる鉄鉱鉱床，および白金温泉をはじめ各所に湧出 
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している温泉などが主なものである。そのほかに，石材がある。 

Ⅳ.１ 硫 黄 鉱 床 

十勝岳において，最もいちじるしい噴気活動を続けている，中央火口丘周辺および旧噴 

火口内には，昇華硫黄の鉱床が形成されている。この硫黄の採掘のほかに，噴煙を煙道に 

導いて硫黄を採取することも行なわれてきた。 

この十勝岳の昇華硫黄は，1957年松田市太郎が発見したもので，1902年大島・中川の 

両氏が旧噴火口の硫黄採掘権をえ，1908～1912年までに，昇華硫黄を計4,277t採掘し 

ている。1917年から，平山徳治が中央火口丘において昇華硫黄の採取をはじめた。まも 

なく，煙道式によって操業を行ない，1926年の噴火までに，総計的1万 tを生産してい 

る。その後，1904年，塩水港製糖が，旧噴火口において，昇華硫黄を焼取製錬によって 

1,020 tを採取したが休山した。1952年磯部清が採掘権をえ，1955年から磯部硫黄株式 

会社によって，大正火口内の噴気孔から煙道式で硫黄の採取が開始され，1958年から昇 

華硫黄の採取もあわせて行なわれた。1962年6月の噴火までに，その生産量は21,200t 

に達した。1962年6月の噴火で，大正火口内の設備はもとより，近くの宿舎にいた職員 

５名が死亡したほか，10数名の負傷者もだした。旧噴気孔は，火山弾・火山岩塊および 

火口壁の崩壊などで埋積され，休山となった。 

十勝岳の硫黄鉱床については，古くは納富（1919）の報告があり，最近では，上野・ 

五十嵐（1957）および磯部鉱山技術室（1962）の報告がある。以下，これらの最近の調 

査資料にもとづいて，1962年噴火前の情況をのべる。 

大正火口の東壁の噴気孔群では，多数の煙道を設置し，火山ガスをこれらの煙道にみ 

ちびき，煙道の出口から流下する火
ひ

口
ぐち

硫黄を採取していた（図版10)。この場合，煙道の 

中では一部凝結水を生ずるので，火山ガス中のH 2Sと SO 2の反応が容易に行なわれ，硫 

黄がつくられる。したがって，このためには，煙道口での火山ガスの温度を，120～130ﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版10 大正火口（左）とその内部における煙道による硫黄採取（右） 
（1961年8月 勝井撮影） 
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Cになるように調節していく。こうしてえられた火口硫黄は，純度が高く，S99.7～99.9 

％に達する。大正火口においては，火山ガスの温度が，130～200ﾟCであまり高すぎも 

せず，しかもH 2Sおよび SO 2の含有量が多いため，こうした火口硫黄の採取には，好 

適であった。1962年6月の噴火前においては，噴気活動が活発となり，火山ガスの温度 

が上昇するとともに，H2Sおよび SO2の量を増し，火口硫黄の生産量はいちじるしく増 

加した（第Ⅴ章参照)。 

大正火口およびその周辺には，昇華硫黄鉱床も形成されており，その品位は平均S40 

％前後で，この昇華硫も採掘されていた。 

旧噴火口内には，多数の噴気孔があり，大正火口と同様に，煙道式による硫黄採取が 

試みられたが，ここでは，火山ガスの温度が高すぎ（約200～370ﾟC)，その割りには， 

H 2Sおよび SO 2の含有量が少なく，生産があがらないので操業するまでにいたらなか 

った。しかし，地表に形成された昇華硫黄鉱床は，分布面積が広いために，将来有望で 

あろう。 

以上のほかに，旧噴火口の北壁にあたる三段山の西中腹の弱い噴気孔群の周辺には， 

小規模な昇華硫黄鉱床があり，一方，昭和火口周辺にも小規模なものがみられる。しか 

し，規模が小さいので，稼行することは困難であろう。 

Ⅳ.２ 鉄鉱鉱床 

この図幅地域の鉄鉱鉱床は，いずれも温泉（冷泉）沈澱物として形成されたもので， 

吹上温泉および温泉付近にみられる。これらについては，片山（1948）および上野・五 

十嵐（1957）の報告がある。これらを参考にして，その概要をのべる。 

吹上温泉付近の褐鉄鉱鉱床  この鉱床は，狩勝鉱山とよばれ，白銀荘の西方100m 

付近にある。上ホロカメットク山噴出物の末端部から湧出する温泉水から沈澱した鉱層 

である。鉱石は，暗色で，粗鬆ものから緻密なものまであり，植物の印痕をとどめて 

いるものもある。鉱石の品位は，Fe 50.49～54.56％，S 1.31％である。この鉱床の主 

要部は，針田鉱業株式会社により採掘されつくしている。1953年に2,660 t，1954年に 

448tを産し，現在は休山している。しかし，この鉱床の付近には，鉄明礬石の沈澱鉱層 

が知られており，その推定鉱量は東部のベンガラ沢で10数万 t（K2O 6％）に達すると 

いう。これには，鉄鉱鉱床を伴う可能性もあり，今後の探鉱が必要である。 

温泉付近の褐鉄鉱鉱床  翁温泉付近が下流にかけて，日鉄十勝鉄鉱鉱床がある。 

この鉱床も，同じく上ホロカメットク山噴出物の末端部から湧出する温泉から沈澱した 

鉱層である。鉱石は，暗色，粗鬆～緻密で，Fe 52.32～54.56％， S 1.3％である。 

この鉱床にも，鉄明礬石が伴われており，その代表的な鉱石の品位は，K2O 7.92％， 

Na 2O 0.33％， SO 3 30.59％である。推定鉱量は，鉄鉱10万 t，鉄明礬石 数1,000 t  

に達する。したがって，この鉱床は，将来開発されるであろうが，立地条件が悪いため， 

採掘および鉱石の搬出には困難を伴うであろう。 

Ⅳ.３ 温   泉 
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この図幅地域内には，白金
しろがね

温泉，吹上
ふきあげ

温泉および温
おきな

泉のほか，熊の沢にも温泉が湧出 

している。また，旧噴火口，大正火口および昭和火口では，噴気活動に伴う温泉もみられ 

る。 

白金温泉  この付近では，最近，３ヵ所にボーリングによって温泉をえている。温 

泉は， pH6.8～6.7，泉温43～45ﾟCである（第２表参照)。小山内（1960）は，この温 

泉を，昭和火口および熊の沢の噴気活動に源をもつ層状泉と考えた。しかし，昭和火口 

および熊の沢の温泉水の性質は，あとからのべるように，白金温泉の泉質とはいちじる 

しく違っている。したがって，かならずしも，そのように考える必要はなかろう。カル 

デラ形成に関与した断層を，上昇してきている温泉であるかも知れない。参考までに， 

1957年に掘られたボーリング試料（C坑）をみると，－68mまでは十勝岳火山群から 

の噴出物に由来するもので，－90～－120m付近は十勝熔結凝灰岩で，－268～－365m 

は美瑛層の緑色凝灰岩，以下－401m（坑底）までは同層のプロピライトであった。問 

題の温泉は，－97mおよび－230mで湧出していた。 

第２表 白金温泉の化学組成（太秦・那須・瀬尾，1959） 

試 料 名 白 金 第 1 白 金 第 2 白 金 第 3 

採 取 年 月 日 1 9 5 8，M a r c h 2 7 1 9 5 8，M a r c h 2 7 1 9 5 8，M a r c h 2 7 

泉    温（ﾟC） 

pH 
蒸発残留物（mg/l） 
Na＋      （mg/l） 
K＋       （mg/l） 
Ca2＋      （mg/l） 
Mg2＋     （mg/l） 
Fe2＋＋Fe3＋（mg/l） 
Mn2＋     （mg/l） 
Al3＋      （mg/l） 
Cl－      （mg/l） 
HCO3－   （mg/l） 
SO42－    （mg/l） 
HBO2    （mg/l） 
H2SiO3   （mg/l） 
CO2      （mg/l） 

45 

6.8 

4159 

644 

89 

288 

46 

1.2 

2.9 

31 

556 

721 

1538 

9 

205 

145 

44 

6.8 

5885 

619 

114 

532 

47 

0.81 

3.8 

30 

896 

728 

2189 

＜8 

458 

220 

43 

6.7 

4314 

635 

115 

306 

52 

1.4 

1.3 

11 

551 

895 

1446 

14 

169 

240 

吹上温泉  上ホロカメットク山噴出物の末端部から自然湧出しているいくつかの泉 

源をもつ温泉群である。おそらく，山体内部から層状泉として湧出してくるものと考え 

られる。この理由の一つとして，吹上温泉および次にのべる温泉が，いずれも酸性泉 
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で，しかも標高1,000～1,100mの緩斜面で湧出していることがみられる。おそらく，こ 

れらは，旧噴火口の噴気活動に源をもつものであろう。温泉は， p H3.2～ 3.5，泉温 

35ﾟ±C，硫酸イオンにとみ，加熱して浴用に供している。 

温泉  泉質は，うえにのべた吹上温泉とよく似ている。 pH2.6，泉温33ﾟCで， 

やはり浴用には加熱する必要がある。 

旧噴火ロの温泉  旧噴火口内には，多数の噴気孔があるが，その一部は，沸騰泉と 
なっている。また谷底にも，諸所に酸性泉が湧出している。これらの温泉は合流して， 

ヌツカクシ富良野川の水源となっている。温泉は， pH1前後をしめし，やや下流では， 

冷えて浴用に適温となる。最近，旧噴火口の上流数100mの河底に湧出する温泉（44.5ﾟ 

C）が，ヒュッテに利用されている。 

熊の沢の温泉  昭和火口から流下する熊の沢の上流，標高1,500m付近の川底に 

は，泉温90～95ﾟC， pH0.6～1.8の温泉が湧出しており，あるものは沸騰泉となってい 

る。1962年6月28日（噴火の前日）この温泉のあるものから灰泥を噴出した（札幌管 

区気象台，1962)。 

以上のほか，大正および昭和火口においても，噴気活動に伴って，強酸性の温泉がみ 

られる。しかしそれらは，湧出量も少ないし，むろん利用はできない。 

Ⅳ.４ 石   材 

この図幅地域内にみられる有用な石材としては，十勝熔結凝灰岩がある。十勝熔結凝灰 

岩は，この図幅地域の西部に広く分布している。灰白色で石英斑晶が多く，やや硬く，石 

材として利用されよう。この図幅の北西に隣接する美瑛図幅地域においては，この熔結凝 

灰岩は古くから採石されている。 

Ⅴ 十勝岳の噴火史と1962年の活動 

Ⅴ.１ 1926年以前の活動 

十勝岳は，北海道でも最奥の中央高地にあるため，文書として残された活動記録は，近 

年になってはじめてあらわれるにすぎない。 

最古の記録は，松田市太郎によってかかれた「石狩川水源見分書」(1857）で，安政4年 

（1857年）4月27日，｢焼山」(おそらく中央火口丘）周辺に硫気孔が活動していることを 

記載している。ついで，十勝岳山麓を踏査した松浦武四郎は，同安政4年5月2 3日，｢石 

狩日記」に，｢山半腹にして火脈燃立て黒烟天を刺上るを見る」と記述している。おそら 

く，このとき，中央火口丘が噴火したのであろう。かつて中富良野に在住していた古老の 

言によると，この頃，十勝岳の大噴火による泥流（水害というものもある）のために，家 

族三人が惨死したという（十勝岳爆発災害誌)。 

それから30年後の明治20年（1 8 8 7年）6月3日の前後，数日にわたって真紅の火焰が 

上昇するのを，山麓の十人牧場の林熊七氏が認め，踏査したところ，丸山（中央火口丘） 
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の下部に爆発火口が出現したことがわかった（十勝岳爆発災害誌)。大日方（1891）の1888 

年の報告によると，｢ケンルニ（十勝岳）山頂に大噴火口あり，周囲凡半里にして常に黒 

烟を噴出すること甚し，是れ石狩河畔に於て到処望見せる所にして，年々大噴出を為す事 

数回に及，時として忠別近傍迄灰を降らすことありと云う。｣とある（北海道鉱床調査報 

)。また，山麓の住民は，明治22年（1889年）にも活動したと述べている（十勝岳爆発 

災害誌)。 

その後，神保小虎（1891)，小泉秀雄（1918）および納富重雄（1918）などの，十勝岳に 

関するが記述があるが，これらには，いずれも噴気活動だけが注目され，はげしい噴火の 

記録はない。しかし，大正12年（1923年）頃から，この硫気活動は次第にはげしくな 

り，明治の噴火から30数年ぶりに，ふたたび大正15年（1926年）の噴火を迎えている。 

Ⅴ.２ 1926年の活動 
1923年6月，中央火口丘の南側にある湯沼（第３坑）に，熔融硫黄の沼ができ，硫黄の 

生産量が，この頃から増加しつつあった。また，旧丸谷温泉（いまの美瑛温泉）の温度が 

上昇し，湧出量が増加した。さらに同年8月には，熔融硫黄が，7.8mも吹き上ることが 
あった（田中館，1926)。 

1925年12月23日，中央火口丘の中央にある火口（第２坑）が活動をはじめ，火口内に径 

30m×20m，深さ20mの「大
おお

噴
ふき

」火口ができた。約2ヵ月後，1926年2月中旬頃から， 

大噴は径6～10cmの砂礫をとばしはじめ，4月5・6日には降灰があり，8日頃には付近 
の採取硫黄に点火する状態であった。このため，第２・３鉱では，硫黄採取が不可能になっ 

た。4月中旬には，火柱がみえた。5月にはいって，4・5日は鳴動，7日夜は大噴から噴 

煙多く，火柱数十尺に昇り，大噴の隣に新しい火口を生じた。5月13・14日は鳴動・噴煙 

はげしく，15日午後からややおとろえ間歇的となり，16・17日には鳴動はおとろえた 

が，噴煙ははげしかった。22日に鳴動があって，上富良野でも感じ，大噴から砂礫を抛出 

した。翌23日は雨で状況不明（十勝岳爆発災害誌)。 

5月24日12時11分，第１回目の大きな爆発がおこった。 硫黄鉱山の元山事務所では， 

爆音についで，5～6秒の遠雷のごとき岩石の崩壊する響を感じ，ついで，泥流が旧丸谷温 

泉をおそい，さらに下って旧畠山温泉（いまの白金温泉）の風呂場・橋を破った。爆発地 

点は，中央火口丘の西腹下方で，山頂から約800m下方，標高1,300～1,400mの間と推 
定された（多田・津屋，1927)。14時頃にも，小規模な鳴動・噴火があり，泥水が美瑛川・ 

富良野川を濁した（十勝岳爆発災害誌)。 

ついで同日16時17分すぎ，第２回目の大きな爆発が起った。この爆発で，中央火口丘 

の北西半が破壊され，崩壊物は北西斜面を急
・
速
・
な
・
乱
・
流
・
となってなだれ下った（第５図)。 

この山体の崩壊物は，火口から2kmの元山事務所まで，わずか54秒（中村，1926）～ 
1分（田中館，1926；渡瀬，1926）しかかからなかった。さらに，この１次泥流は，急速 

に積雪をとかし，２次泥流を生じ，美瑛川と富良野川とに分かれて流下し，爆発後わづか 

25～26分で火口から25kmの下富良野原野に達した。泥流は途中で森林帯を越えたた 
め，森林を破壊し，多量の材木を含む泥水となり，家屋・橋梁・鉄道その他を破壊した。 
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第５図 1926年噴火後の中央火口丘（多田・津屋，1927） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 1926年噴出物の分布と泥流の流路 
（多田・津屋，1927） 
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この噴火で，死者144名，建物372棟，家畜64頭・602羽が失われたが，これらは主とし 

て２次泥流の被害によるものであった（第６図)。 

この噴火で，中央火口丘の北西部2,000,000m3が崩壊して，１次泥流となった。この１ 
次泥流は，幅250m長さ約1kmの領域に堆積しており，堆積直後，無数の２次噴気孔が 
現われたことからみても，１次泥流はかなり熱いもの（hot volcanic avalanche）であっ 
て，これが急速に積雪をとかして，２次泥流を生じたものである（多田・津屋，1927)。こ 

の泥流のほかに，旧岩10,000m3，新火山弾3,000m3が火口の周辺に抛出された。新火 
山弾は，泥流の流出直後に抛出されたものである。一方，細粒の火山灰は，火口から北（や 

や東より）方へ降灰した（多田・津屋，1927)。 

1926年5月24日後，活動はおさまり，約３ヵ月半の休止期を経て，同年9月8日16時 

33分，ふたたび爆発が起り，黒煙4,600mに達し，火口付近で２名が行方不明となった。 
さらに，9日15時40分小爆発があり，10日9時37分頃にも爆発があって，十勝岳の上空 

は赤くみえた。同日15時48分に，また爆発があり，十勝川上流屈足川に火山礫が降下し 

た。その後，11～21日まで小爆発がくりかえされた。 

この9月の噴火で，中央火口丘NWの側に開かれた馬蹄形状の崩壊部に，NSの径約130 
m，EWの径約50m，深さ約30mの楕円形の火口が作られた。その東南壁は，5月の噴 
火で形成された爆発火口壁に相当している（延原，1927)。この火口は「大正火口」また 

は「新噴火口」と呼ばれた。 

1926年の噴火は，その後も，ひんぱんに活動をつづけ，1928年に入ってからは，1月16 

日，3月5日，12月4日に活動を行なっただけで，永い休止期に入った（柴原，1928)。 

Ⅴ.３ 1962年の活動 

1962年の活動は，10年前から噴火の前兆と考えられる，種々の異常現象が認められ，し 

かもそれらは，噴火の直前になって，非常に活発となった。 

1952年8月17日，鉢火口の西方山腹にあった弱い噴気地帯に，径約1mの活発な噴気 
孔があけられ，次第に成長して行った。これらは，｢52年噴気孔群」または「昭和火口」 

とよばれた。一方，1954年頃から，大正火口の噴気活動がいちじるしくなり，しばしば噴 

気孔から火口底へ熔融硫黄が流出した（石橋，1954；勝井・高橋の調査)。1955年8月の 

噴気孔群の温度測定によると，測定値の最高地は，昭和火口で159ﾟC，大正火口で160ﾟC， 
旧噴火口では379ﾟCをしめし，前年度の測定値（札幌管区気象台ほか，1957）よりも高かっ 
た。さらに，同時に行なわれた地震観測では，4,000倍の地震計にわずかの微小地震が記 

録された（佐久間・村瀬，1956)。1959年6月・10月には，火山性地震が明瞭に観測され 

（150倍の地震計で月40回程度)，11月には昭和火口の噴気が小爆爆発を起し，泥流が約 

100m流出し，噴気孔の直径は15mに成長した（札幌管区気象台，1962)。また，1961年 
8月14日には，旧噴火口で弱い水蒸気爆発があり，ヌッカクシフラヌイ川の河水が灰色に 

濁った（富良野町会田氏による)。 

噴気孔からの火山ガスの化学組成については，岩崎ほか（1962）によって信頼すべき分 
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析が行なわれている（第３表参照)。 

第３表 十勝岳火山ガスの化学組成（ IWASAKI et al,1962） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正火口については，1957年と1960年の２回にわたって測定が行なわれたが，この間 

に温度上昇とともに，ハロゲン・SO2・H2Sの量が増加し，逆にCO2の量が減少している 
のがしめされている。おそらくこの傾向は，噴火直前には，さらにいちじるしかったにち 

がいない。 

1962年に入って，4月23日広尾冲地震（M7.1）以後，大正火口の噴気活動はさらに 
はげしくなり，火山ガスの濃度・温度が高くなって，煙道口で200～300ﾟCに達するもの 
があらわれ，硫黄の自然発火もおこった。煙道による硫黄の生産量は急激に増加し，また 

新しい噴気孔が生じた。さらに，十勝岳付近で，有感地震を5月31日５回，6月4日１回， 

6月9日２回，6月28日２回感じた。大正火口の北西1.2kmの地震計（310倍）には， 
5月23日～6月27日までに，多い日で1日411回の火山性微動が記録された（札幌管区気 

象台，1962)。一方，6月27～29日には，大正火口東壁上に，長さ10m前後の亀裂が10数 
条できており，あるものには噴気が認められた。また，火口壁からの落石もあった（磯部 

鉱業技術室，1962)。 

以上のような異常現象は，1926年の活動前の状況にひじょうに似ており，地下において 

マグマが上昇しはじめたことをしめしている，とみてよいであろう。問題は，はげしい噴 

火が，いつはじまるかということであった。気象庁の方でも，しばしば警戒の必要を公表 

していた。 

1962年6月29日22時すぎ，ついに噴火がはじまった。大正火口の西北西3kmの白銀 
荘の管理人和田氏によれば，22時15分ころ，番犬が吠えるので十勝岳の方をみると白煙 

が昇りはじめ，シュシューという音をきき，同30分になってやや音が大きくなり，同45 

分になって大きな爆発音をきき強い上下動を感じ，稲妻をみた。同46分，黒い噴煙が上昇 

し，同47分ふたたび噴煙が昇り，稲妻・火柱をみた。この噴火は，22時55分，一時静穏 

に復した（和田氏による)。 

一万，大正火口の近くの宿舎に泊っていた硫黄鉱山の職員は，屋根をつき破る火山岩塊 

で，はじめて噴火に気づき，岩塊のために職員５名が死亡し，残る11名（うち２名は気象 
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庁技官）が負傷した。 

約3時間後，30日2時45分，ふた 

たび噴火がはじまった。今度は，前回 

よりもはるかに大きく，連続した遠雷 

のような音を発し，幅70～100m，高 
さ500～700mの火柱が垂直に上り， 
稲妻が閃めき，噴煙は20～30分後に 

1.0～1.2万mに達した。間もなく， 
硫黄鉱山宿舎が燃え上った（札幌管区 

気象台，1962)。噴煙は，はじめほぼ垂 

直に上昇し，原子雲状に拡がり，その 

頂部は成層圏底部に達し，急速に東方 

に流された。この噴煙は，30日朝，札 

幌・千歳・帯広・紋別その他からも望 

見された。 

第２回目の噴火開始後，火山の東方， 

つまり北海道東部一帯は，灰色の火 

山灰の雲におおわれ，日照がさえぎら 

れ，降灰にみまわれた。降灰のはじま 

りは，紋別で4時頃，弟子屈で6時頃， 

根室標津で8時であった。さらに降灰 

は，中部千島列島のウルップ島の南方 

40哩（N45ﾟ15，E150ﾟ57）を航海中 
の船上に及んだ（海上保安庁巡視船 

「大東」からの報告)。降灰地は，農作 

物はもちろん，火山ガスによる空気汚染もひどく，人畜に被害を与え，東麓のトムラウシ 

部落では避難がはじまった。一方，西側の美瑛町・上富良野町の住民も，警戒体制にはい 

り，白金温泉の人々も引きあげた（図版11)。 

30日以降も，噴火はつづき，夜は灼熱した火山弾・スコリアなどが数秒おきに噴き上が 

り，火口周辺（主として北方側）に抛物線を描いて落下し，しばしば青紫白色の稲妻が閃 

めくのが，美しく望見された。新噴出物は，決して完全に固化したものでなく，やや流動 

性を保ったまま抛出されているようにみえ，夜は赤く輝き，光高温度計では800～850ﾟC 
と測定された（勝井・村瀬・大場・西村・屋・伊藤による)。 

こうしたストロンボリー式噴火は，30日第２回噴火開始後～正午すぎを頂点として，そ 

の後はややおとろえをみせ，7月5日まではつづき，6日夕刻，雲が切れたとき，すでに一 

時休止状態にはいっており，白煙が昇るのがみられた。その後，活動は一段とおとろえ， 

弱い噴火が8月末まで時折行なわれた。しかし，その後も，火口から濃厚な黄色の火山ガ 

図版11 1962年の十勝岳の噴火。前十勝岳の 
背後に，左から第１火口の小さな黒煙，第２ 
および第３火口のはげしい黒煙，および亀裂 
からの白煙があがっている。 
19626年6月30日，午前10時頃，白銀荘から撮影 
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スが噴出しつづけ，しばしば気象状態の悪い日には山腹をいくだり，山麓の住民をなや 

ました。 

1962年8月20日（勝井・高橋・平井）および9月8・9日（勝井・伊藤）の調査で，火 

口周辺の地形は，第７図のように変化しているのを認めた。大正火口の南側，つまり，中 

央火口丘とその外輪山にあるグラウンド火口南壁との間の湯沼（もとの第３坑）に，新ら 

しく径140mの深い円形の火口（62年第２火口）が開かれ，多量の黄色の刺劇臭の強い噴 
煙を間歇的に強く噴出していた。噴煙が多いため，火口の深さおよび火口内の温度測定は 

不可能であったが，火口の西側斜面において，新らしいスコリア堆積物中から噴き出して 

いる淡青色透明の火山ガスの温度は，最高535ﾟC（9月9日，アルメル・クロメル熱電対 
による）をしめした。火口の周辺，とくに北側には，噴出物が堆積し，砕丘となってお 

り，その高さは，ほぼ標高1,800m（噴火前の高さ標高1,750m）に達していた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７図 1962年噴火前（左）と噴火後（右）の中央火口丘 

62年第２火口の東南に接して，長径130m，短径約60mの楕円形の火口（62年第３火 
口）が開かれており，白煙をあげていた。この第３火口から，さらにグラウンド火口南壁 

に沿って，延長86m，幅2～3m，深さ2～4の亀裂が開いており，さらにこれに平行して 
グラウンド火口内側にも数条の亀裂がみられ，いずれの亀裂からも噴気が行なわれてい 

た。 

一方，第２火口の北西方，大正火口およびグラウンド火口の南壁にあたる部分に，径40 

mのやや浅い火口（62年第１火口）が開かれていたが，既に第２火口からの噴出物で，そ 
の東南側は埋積されており，弱い噴気がみられる程度であった。さらに，この第１火口の 

北西側に接して，同じく径40m位の浅い火口が開かれていた（62年第０火口）この火口 
も第２火口からの噴出物でうずまっており，ごく弱い噴気がみられるにすぎなかった。 

以上のように，1962年の活動地点は，巨視的には，鉢火口・北向火口・昭和火口・中 
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央火口丘さらに旧噴火口という，十勝岳新期の活動の行なわれた地帯に当っており，また上 

記３個の新火口とその延長の亀裂は，グラウンド火口という中央火口丘の外輪山の南壁に 

う構造線上に配列している。噴火の観測からも明らかなように，これらの４個の火口の 

うち，第２火口が最もはげしい噴火を行なっており，砕丘が形成されたのである。この 

第２火口の位置は，もともと中央火口丘の南側にうがたれた爆裂火口（湯沼）のあったと 

ころでもある。 

大正火口は，第２火口からの新火山 

弾・スコリアでおおわれ，特にその南 

部は埋積されてしまった。また，火口 

壁の１部崩落もあった。しかし，火口 

壁からの噴気活動は，依然として活発 

で，火口壁北部における噴気孔の温度 

は，最高369ﾟC（9月9日）を示してい 
た。一方，昭和火口の方も，新噴出物 

にうすくおおわれていたが，これらの 

噴出物の上には，泥火山状の噴気孔か 

ら熱泥を噴出したあとがみられた（図 

版12)。 

1962年の噴出物は，第１回目の噴火によって既存の山体が砕かれて噴出し，第２回目の 

噴火によって主として新らしいマグマが火山弾・スコリア・火山灰の形で噴出した。第２ 

回目の噴出物が圧倒的に多いことは云うまでもない。 

第1回目（6月29日夜）の噴出物は，地表近くの既存の山体を火山岩塊および火山灰とし 

て抛出したもので，大形の岩塊の 

方は，主として北方に抛出され， 

そのために硫黄鉱山の惨事を招い 

た。一方，火山灰は，南方の前十 

勝沢の源流部の方へ降下した（第 

８図)。この火山灰は，噴煙があま 

り高くなかったので，遠方には達 

していない。火山灰は細粒・灰色 

で硫気変質をうけた岩石の細粉を 

主としており，多量の遊離硫黄・ 

硫化物・硫酸塩などを含んでい 

た。そのため，1926年の泥流の流 

れたあと，ようやく河水のpH値 
の恢復しつつあった富良野川が， 

再び汚染し，噴火前の5～6月は 

図版12 新噴出物におおわれた昭和火口 
黒色は新火山弾，灰白色は類質火山岩塊。昭 
和火口は噴火後，泥灰をまわりに噴出した。 

（1962年9月9日勝井撮影） 

第８図 1962年噴出物の分布図 
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pH 4.6～5.0 であったものが，噴火後 7 月 1 日からは急に pH 3.4 に降下した。さらに 7 
月 10～13 日の降雨によって，富良野川源流域から火山灰が泥灰流となって流下し，7月 11 

～13 日には pH 2.8 までになった（富良野川中流日新橋での測定，北海道開発局農業水産 
部計画課，1962)。 

第２回目の噴火では，主として新らしいマグマが灼熱した火山弾・スコリア・火山灰と 

なって抛出され，少量の類質噴出物も混えていた。火山弾・スコリア・火山岩塊などの大 

型の噴出物は，火口から主に北方に抛出され，その分布は最大 1.5km に及んでおり，総 
量は 1.2×106m3，2.0×106ton と推定された。これら大型の噴出物が，常に北方へ抛出さ 
れたことは，火口の形態によるもので 

あろう。新火山弾・スコリアは，いず 

れも暗～黒色で，極めて多孔質で， 

特定の形を示すものは稀で，大型のも 

のは地表に落下すると同時にやや扁平 

化したものが多い。落下地点の高山植 

物群落は，殆んど全部焼かれていた。 

しかし，類質火山岩塊の方は，高山植 

物群落を破壊するにとどまり，焼くよ 

うなことはなかった。 

新火山弾・スコリアは，橄欖石含有 

紫蘇輝石普通輝石安山岩で，十勝岳晩 

期の熔岩および 1926 年火山弾の組成 

に極めて良く似ていた（図版 13)。火山弾の化学組成は，次表のようであった。 

SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Σ 

53.41 1.23 17.98 2.77 6.52 0.20 4.31 9.07 2.52 1.31 0.19 0.11 0.10 99.72 

（勝井義雄分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９図 1962 年火山灰の分布図（札幌管区気象台，1962） 
火山灰等厚線の単位は mm，6 月 30～7 月 4 日までの集計値 

A 普通輝石  H 紫蘇輝石  P 斜長石  C 空隙 
図版 13 1962 年火山弾 
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第２回目の噴火では，噴煙は略垂直に成層圏に達し，東方に運ばれ，道東部に降灰した 

（第９図)。噴火中における降灰地での調査，および降灰地の高等学校・中学校からの通信 

によれば，6月30日昼すぎまで粗粒の火山灰が降り，以後細粒となり，降灰量も減少した。 

7月1日の降灰量の総量は，6月30日の1日の降灰量よりはるかに少ない。火山灰は，暗 

灰色を呈し，大部分が本質噴出物で，ごく少量の類質噴出物（特に硫気変質をうけたも 

の）を含んでいた。 
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(Abst rac t)  
 

The  a rea  o f  th i s  shee t  map,  loca ted  in  the  cent ra l  h igh land  of  
Hokkaido between 43ﾟ20'～43ﾟ30' N lat.  and 142ﾟ30'～142ﾟ45' E long., 
occupies  the  southwestern par t  of  the  Daisetsu-Tokachi  volcanic  chain,  
which is  an échelon belonging to the  western  end of  the  Kuri le  volcanic  
zone.   The  Tokachi-dake  vo lcano  i s  the  on ly  ac t ive  volcano  in  the  
cent ra l  h igh land of  Hokka ido,  and  i s  famous  fo r  i t s  recen t  e rupt ions  
in  1926～ 1928  and  1962.  

The  nor thwes te rn  ha l f  of  th i s  shee t  map a rea  i s  occup ied  by  a  
wide  py roc las t ic  p la teau  composed of  the  Tokachi  we lded  tuf f ;  whi le  
in  the  southeas te rn  ha l f  o f  the  a rea,  the  Tokachi-dake  volcano g roup 
fo rms  a  volcanic  cha in  tha t  runs  f rom SW to  NE.   Ta lus  and  fan  
depos i t s  a re  accumula ted  a t  the  sk i r t s  o f  th i s  volcano  g roup.   Due  
to  wide development  of  such Quaternary  volcanic  and c last ic  deposi ts,  
t he  outc rops  o f  the  basement  Ter t ia ry  rocks  a re  re s t r i c ted  wi th in  only  
smal l  a reas.  

GEOLOGY 

The geology of  this  area,  as  shown in Table  1,  can be  divided into  
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Tab le  1  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
two un i t s :   basement  Neogene  volcanic  and  sed imenta ry  rocks,  and  
Quate rna ry  vo lcanoes.  

Around the Tokachi-dake volcano group,  the  Hidaka formation of  
pre-Cretaceous age and the Biei  formation of Miocene age are developed 
as  the  basement  rocks.   Neogene  tec tonic  movement  re la ted  to  the  
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fo rmat ion  o f  the  Kur i le  a rc  was  a l so  p reva i led  in  the  cent ra l  h igh land  
o f  Hokka ido.   As  the  resu l t  o f  th i s  movement,  the  younger  SW-NE 
tectonic l ine which crossed obliquely against  the older N-S general trend 
of  the  Hidaka format ion,  was  formed.   Many volcanoes  of  Quaternary 
age were  erupted a long the  younger  tectonic  l ine,  forming the  volcanic 
cha in  above  ment ioned.  
Basement  Neogene  vo lcanic  and sedimentary  rocks  

Biei  formation,  composed of  propyli te  associa ted wi th  green tuff  
which  has  been  subjec ted  to  a l t e ra t ion  and  minera l iza t ion,  ou tc rops  a t  
the  nor theas te rn  corne r  of  th i s  shee t  map.   Thi s  fo rmat ion  i s  con-  
s ide red  to  be  Miocene  in  age  and  wide ly  spreads  under  the  Qua ternary  
vo lcanoes.  

Altered andesite  outcrops  only  in a  smal l  area  a t  the  nor thern foot  
of  the Tairoku-san.   This  rock is  d is t inguishable  f rom the Quaternary  
l avas  in  i t s  appearance,  because  the  former  has  been  s l igh t ly  su f fe red  
f rom a l te ra t ion.   The  age  of  the  rock,  however,  i s  not  c la r i f ied.  

Maruyama lava,  composed of  augi te-hypers thene  andes i te,  and  
Bie i  agg lomera te  deve lop  in  the  nor theas te rn  corner  o f  th i s  a rea.  
They  a re  covered  by  the  Tokachi  welded  tu f f,  bu t  ages  o f  them a re  
s t i l l  unce r t a in.  
Quaternary  vo lcanoes  

Tokachi  welded tuff,  composed of  pyroxene-bear ing hornblende-  
b io t i te  rhyol i t i c  pumice  and  ash,  i s  the  mos t  voluminous  py roc las t ic  
f low depos i t  in  Hokkaido.   In  ea r ly  P le i s tocene(or  la te  P l iocene?),  
fo l lowing the  upheava l  of  the  basement  due  to  r i s ing  o f  the  rhyo l i t i c  
magma,  a  t remendous  amount  o f  pumice  f low was  e rup ted  a long the  
above  ment ioned  NE-SW tec ton ic  l ine  and  i t s  subord ina te  f rac tures.  
Immediately after this violent eruption,  a major volcano-tectonic depres-  
s lon  was  fo rmed by  the  d i f fe ren t ia l  s ink ing  of  many  b locks  d iv ided  by  
the  tec tonic  l ine  and  f rac tu res  above  ment ioned.   In  th i s  depress ion,  
a  sha l low lake  appea red  and  the  Tonokar i  tuf faceous  mud-s tone  was  
deposited.  Then, the Shimo-furano welded tuff composed of hornblende- 
pyroxene dacit ic pumice and ash,  erupted also from the above mentioned 
t ec ton ic  l ine.   The  Tokachi  we lded  tu f f  i s  wide ly  deve loped  in  the  
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nor thwes te rn  ha l f  o f  th i s  a rea,  bu t  the  Tonokar i  tuf faceous  mud-s tone  
and  the  Shimo- furano welded  tuf f  a re  concea led  by  the  la te r  vo lcanic  
e jec ta.  

Older Tokachi-dake volcano group:   After the building up of vast 
py roc las t ic  p la teaux,  i n  middle  P le i s tocene,  ou tpour ing  o f  basa l t  and  
maf ic  andes i te  l avas  f rom the  above  t ec ton ic  l ine  and  f rac tures  began.  
As  the  re su l t  o f  th i s  ac t iv i ty,  Genshigahara  lava  and  ru ined  s t ra to-  
cones of Tairoku-san,  Mae-furano-dake,  Furano-dake,  Ko-tokachi-dake 
and  o lde r  Bie i-dake  were  fo rmed.  

Shirogane  sand and grave l  bed,  a  fan  or  r ive r  te r race  deposi t,  
deve lops  a long the  Bie i  r ive r  near  Shi rogane  hot  sp r ing.   Th is  bed  
includes boulders derived from the Biei-dake lower lava,  and is covered 
by  the  Shi rogane  l ava.  

Middle Tokachi-dake volcano group:   After the deposition of the 
Shirogane sand and gravel  bed,  in  la te  Ple is tocene,  most  of  the  s t ra to-  
cones  and  lava  domes  of  the  Tokachi-dake  vo lcano group,  a s  shown 
in  Table  1,  were  formed one  a f te r  ano the r.   They  a re  a l so  a r rang-  
ed  on  the  above  t ec tonic  l ine  and  subord ina te  f i s sures.   Dur ing  
these  ac t iv i t ie s,  composi t ion  of  l avas  conver ted  f rom basa l t  to  fe l s ic  
andes i te.  

Younger Tokachi-dake volcano group:   In the next stage,  Holo-  
cene,  the younger Tokachi-dake volcano group extruded along the north- 
west  s ide of  the  volcanic chain.   These  act iv i t ies are  character ized by 
St rombol ian  e rup t ion  of  a  maf ic  andes i te  magma.   Compared  to  the  
ac t iv i t ie s  of  the  preceding  volcanoes,  t hey  a re  smal le r  in  sca le.   As  
the  re su l t  o f  these  ac t iv i t ie s,  two s t ra to-cones  and  f ive  c inder  cones  
wi th  lava-f lows  were  formed.  One  of  them, a  cen t ra l  cone  erupted  in  
the  Ground-kakô somma has  been  ac t ive  dur ing  the  h i s to r ic  t ime.  

ECONOMIC GEOLOGY 

No workable metal  deposits have been discovered in the mineralized 
rocks of the Biei formation.  However, sulphur deposits, limonite depos- 
i t s,  hot  spr ings  and certa in  mater ia ls  of  economic importance are  found 
in  the  a rea  of  th i s  shee t  map.  
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Sulphur deposits:   A number  of  sol fataras  are  emit t ing f rom the 
cent ra l  cone  and  Kyufun-kakô,  and  they  form workable  sub l imat ion-  
sulphur deposits.   Taisho-kakô,  an explosion crater formed during 1926  
ac t iv i ty  of  the  cent ra l  cone,  emi t s  H 2S and SO 2  r i ch  so l fa ta r ic  gases.  
I t  i s  ab le  to  ge t  pure  su lphur  d i rec t ly  f rom the  so l fa ta r ic  gases  us ing  
chimneys  se t  on  the  or i f ices.   Dur ing  the  years  1955～ 1962,  re f ined  
sulphur  amount ing to  21,000  tons  were  produced from the Taisho-kakô 
by  the  I sobe  Su lphur  Mine.  

Limonite  deposits  associa ted wi th jarosi te  were  precipi tated f rom 
hot  spr ings  near  Fukiage-onsen and Okina-onsen on the  northwest  s ide  
of the Tokachi-dake volcano group.   The l imonite ores range 50.49～  
54.56％  in Fe content,  and jarosite ores contain about 6～8％  of  K2O.  
As to  the  Fukiage-onsen deposi t,  most  of  the  l imoni te  ore  amounted to 
3,000  tons has been worked out in 1953～1954,  and about 100,000  tons 
or more of jarosite ore st i l l  remain.   The Okina-onsen deposit  contains 
about  100,000  tons of  workable  l imoni te  ore  and several  thousands tons  
o f  ja ros i te.  

Hot spr ings:   Many  hot  sp r ings  a re  we l l ing  out  in  th i s  a rea.  
Mos t  o f  the  ho t  spr ings  a re  charac te r i zed  by  h igh  content  o f  SO 4

- -  
and low pH(0.6～3.5),  and considered to be originated from solfataric 
activity,  except Shirogane hot spring which is welling out through dril l-  
ho les  f rom propy l i te  of  the  Bie i  fo rmat ion.  

Others:   Tokachi welded tuff and other basaltic and andesitic lavas 
a re  used  fo r  const ruc t ion  works.  

RECORDS OF ERUPTION AND 1962  ACTIVITY OF THE 
TOKACHI-DAKE VOLCANO 

This  volcano has  been  in  e rup t ive  s t a te  four  t imes  dur ing  the  las t  
100 years:1857,1887～1889,1926～1928 and 1962.  During these activi- 
t i e s,  the  s i t e  o f  e rup t ion  has  been  re s t r ic ted  on  and  nea r  the  cen t ra l  
cone.   No detailed report,  however,  are available for 1857  and 1887～  
1889  ac t iv i t ie s.  

1926～1928  activity:   At 0h 11m p.m.,  May 24 th,1926,  the first  
explos ion  occurred  on  the  weste rn  foo t  o f  the  cent ra l  cone.   Af te r  
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t empora l  qu iescence  fo r  some four  hours,  a t  4 h  18m  p.m the  second 
explos ion  took p lace.   The  grea te r  ha l f  o f  the  nor thwest  s ide  of  the  

cone,  estimated at 2,000,000  m3 in volume,  collapsed and a great explo- 
s ion  c ra te r  (Taisho-kakô)  was  fo rmed.   Thi s  ac t iv i ty  caused  a  hot  
vo lcan ic  ava lanche  and  suddenly  mel ted  the  snow accumula ted  on  the  
western side of the volcano.   Accordingly, forcible mud-flow was orig- 
i na ted  and  swept  away  the  weste rn  s lope  o f  the  volcano.   About  25  
minutes  after  the eruption,  v i l lages  of  Kami- furano and Biei,  about  25  
km distant from the crater, were devastated by this mud-flow, and 5,080  
houses were swept aside,  and 144  persons were drowned.  New volcanic 
bombs of olivine-bearing hypersthene-augite andesite  were expelled fol-  
l owing th i s  exp los ion.   Af te r  the  e rup t ion  o f  May  24 t h,  t he  ac t iv i ty  
has  g radua l ly  d imini shed,  though smal l  exp los ions  occur red  in te rmi t-  
t en t ly  unt i l  December,  1928.  

1962  activity:   After a long quiescence for 34  years from 1926～  
1928  act iv i ty,  on June 29 th,1962,  Tokachi-dake was again in  act iv i ty.  
The  f i r s t  exp los ion  s ta r ted  f rom about  10 h  15m  p.m.  and  reached  a  
c l imax a t  10h  45m～55m,  e ject ing volcanic  blocks  and ash der ived f rom 
the surface.   Five sulfur-mine workers,  sleeping near the crater,  were 
k i l led  by  the  fa l l ing  vo lcanic  b locks.   Af te r  a  pause  for  about  th ree  
hours,  the  second eruption occurred.   This  act ivi ty  was manifes ted by  
strong Strombolian eruption,  ejecting volcanic bombs, scoriae,lapilli and 
ash,  mos t  of  which  were  o r ig ina ted  f rom new mol ten  magma.   The  
vo lcanic  ash  was  b lown up  abou t  12,000m high  and  fe l l  over  eas te rn  
Hokkaido.   This  erupt ion continued a lmost  for  a  week,  and prolonged 
intermit tent ly  unt i l  August.   A main new crater  (140m in diameter),  
accessory  craters  and f issures  opened on the  southern s ide of  the  centra l  
cone.   They are  arranged paral le l  to the  southwestern wall  of  Ground-  
kakô which is  a  somma of  the  centra l  cone.   Volcanic  bombs,  scoriae 
and lapi l l i  accumulated around the  main crater,  forming a  smal l  c inder 
cone.  

Some abnormal  phenomena  were  noted  dur ing  seve ra l  yea rs  p r ior  
to the activities in 1926～ l928  and 1962,  viz.,  increasing of temperature 
and H2S and SO 2  contents of fumarolic gas,  activit ies of volcanic tremor 
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and ea r thquake  and  opening  o f  minor  f i s sures  near  the  cen t ra l  cone.  
Essen t ia l  mate r ia l s  e rupted  in  1926  and  1962,  a re  quie t  s imi la r  in  

modal  and  chemica l  compos i t ions,  a s  in  the  fo l lowing  tab le.  

 SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 FeO MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 
H2O
(＋)

H2O
(－) Total 

(1) 53.93 1.25 18.39 3.11 6.21 0.19 4.10 8.83 2.40 1.43 0.15 0.14 0.03 100.16 

(2) 53.41 1.23 17.98 2.77 6.50 0.20 4.31 9.07 2.52 1.31 0.19 0.11 0.10 99.72 

(1) 1926 bomb (Olivine-bearing hypersthene-augite andesite), Analyst S. TANAKA. 

(TADA and TSUYA, 1927) 

(2) 1962 bomb(Olivine-bearing hypersthene-augite andesite), Analyst Y. KATSUI. 
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